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［
巻
頭
言
］ 

「
文
学
国
語
」
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
田
睦
美 

旧
聞
に
属
し
ま
す
が
、「
朝
日
新
聞
」（
二
〇
一
六
・

四
・
七
）
紙
上
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

欄
に
「
耕
論 

文
系
で
学
ぶ
君
た
ち
へ
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
最
果
タ
ヒ
、
鷲
田
清
一
、
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
三
氏
の
随
想
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
御
時
世
、
文
系
学
部
で
学
ぶ
こ
と
に
何
と

な
く
肩
身
の
狭
い
思
い
を
抱
い
て
い
る
だ
ろ
う
若

者
た
ち
を
励
ま
す
た
め
の
啓
蒙
的
文
章
だ
と
い
え

ば
、
確
か
に
そ
う
な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
済

ま
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
鷲
田
氏
の
一
文
に

は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
ま
し
た
。
「
文
と
理
は

対
立
す
る
学
問
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
一
つ
の
こ
と

を
両
面
か
ら
探
る
の
が
学
問
な
の
で
す
。
も
っ
と
言

え
ば
、
言
葉
の
意
味
で
も
対
立
し
ま
せ
ん
。
文
は
織

物
の
「
文
（
あ
や
）
」、
理
は
石
の
「
肌
理
（
き
め
）」、

ど
っ
ち
も
模
様
、
な
い
し
は
筋
の
こ
と
。
見
極
め
よ

う
と
す
る
も
の
は
同
じ
で
す
。
だ
か
ら
、
大
学
で
は

み
な
が
文
を
学
ぶ
ん
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
ち
な

み
に
、
文
化
の
文
に
対
立
す
る
の
は
「
武
」
で
す
。

／
そ
う
考
え
る
と
、
危
機
に
あ
る
の
は
文
系
学
部
で

は
な
く
て
『
文
化
』
で
あ
り
『
文
』
で
す
」
と
。 

こ
れ
に
倣
っ
て
い
え
ば
「
危
機
に
あ
る
の
は
」『
文

化
』
や
『
文
』
ば
か
り
で
な
く
、「
『
文
学
』
で
も
あ

り
『
文
学
研
究
』
で
も
あ
る
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

そ
の
顕
著
な
現
れ
は
、
雑
誌
「
國
文
学
」
（
學
燈

社
）
や
「
解
釈
と
鑑
賞
」
（
至
文
堂
）
の
廃
刊
お
よ

び
「
文
学
」
（
岩
波
書
店
）
の
休
刊
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
雑
誌
の
恩
恵
に
浴
し
て
き
た
関
連
学

会
か
ら
大
き
な
声
は
上
が
ら
ず
、
黙
認
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
特
に
前
者
二
誌
は
、
か
つ
て
高
校
や
中
学

の
国
語
科
教
員
が
定
期
購
読
で
下
支
え
し
、
学
会
会

員
の
掲
載
論
文
が
教
員
た
ち
の
参
照
項
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
が
、
徐
々
に
双
方
の
乖
離
が
大
き
く
な

り
、
定
期
購
読
が
減
少
し
た
結
果
、
両
誌
の
地
盤
は

崩
壊
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
国
語
の
教
育
現
場
と
研

究
業
界
の
溝
は
大
き
く
広
が
り
、
両
者
の
距
離
は
遠

く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
次
に
や
っ
て
き
た
の

が
、
国
語
教
育
の
現
場
か
ら
文
学
の
学
び
が
追
い
出

さ
れ
る
と
い
う
事
態
で
す
。
教
育
現
場
か
ら
文
学
の

学
び
が
奪
わ
れ
る
と
、
「
文
学
」
や
「
文
学
研
究
」

の
地
盤
も
失
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
深
刻
な
事
態
に
従

来
と
同
じ
く
黙
し
て
い
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

今
あ
ら
た
め
て
、「
文
（
学
）」
が
「
学
部
」
と
し

て
自
立
・
存
立
し
て
い
る
意
味
を
問
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
か
つ
て
の
哲
「
学
科
」
が
専

攻
等
に
戦
線
縮
小
し
、
今
や
絶
滅
危
惧
種
の
よ
う
に

数
え
る
ほ
ど
し
か
命
脈
を
保
っ
て
い
な
い
事
態
を

思
う
と
、
各
大
学
の
文
「
学
部
」
に
ど
の
よ
う
な
近

未
来
が
訪
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
か
り
に
独
立
し
た

「
学
部
」
が
失
わ
れ
て
も
、
「
学
科
」
に
後
退
し
て

細
々
と
学
問
を
続
け
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想

に
も
危
う
さ
を
覚
え
ま
す
。
「
学
部
」
と
し
て
存
立

し
て
い
る
意
味
を
我
々
は
今
一
度
再
考
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
若

者
が
、
も
う
「
哲
学
」
と
い
う
学
び
が
あ
る
こ
と
さ

え
意
識
で
き
な
い
の
と
同
様
、
今
、「
文
学
部
」
は
、

か
つ
て
の
哲
学
の
運
命
と
同
様
の
道
を
辿
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。 

話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

深
刻
な
事
態
と
は
、
令
和
四
年
か
ら
使
用
実
施
さ

れ
る
高
校
国
語
の
教
科
書
問
題
で
す
。 

平
成
二
六
年
一
一
月
の
中
教
審
の
諮
問
に
始
ま

り
、
平
成
二
八
年
一
二
月
の
答
申
を
う
け
、
平
成
三

〇
年
三
月
に
改
訂
さ
れ
た
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領
か
ら
は
、
高
校
二
年
生
お
よ
び
三
年
生
の
国
語
教

科
書
の
名
称
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
従
来
の
「
現

代
文
Ａ
・
Ｂ
」
（
文
学
教
材
と
評
論
教
材
の
並
置
）

「
古
典
Ａ
・
Ｂ
」「
国
語
表
現
」
か
ら
、（
平
成
三
〇

年
度
の
周
知
徹
底
・
平
成
三
一
年
度
～
令
和
三
年
度

の
移
行
期
間
を
経
て
）
「
論
理
国
語
」
「
文
学
国
語
」

「
国
語
表
現
」
「
古
典
探
究
」
へ
と
学
習
内
容
が
細

分
化
さ
れ
ま
す
。
問
題
は
、
そ
の
四
種
の
教
科
書
の

す
べ
て
が
四
単
位
の
学
習
（
一
週
間
に
四
時
間
の
学

習
時
間
を
確
保
）
と
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
国
語
は
、

二
年
生
・
三
年
生
の
二
年
間
で
計
八
単
位
修
得
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
選
択
さ
れ
る
教
科
書
は
二
年
間
で

必
然
的
に
二
種
類
の
み
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
近
年
の
受
験
国
語
の
入
試
問
題
を
考

え
れ
ば
、
大
学
進
学
を
主
と
す
る
教
育
現
場
が
採
用

す
る
教
科
書
は
、
当
然
な
が
ら
「
論
理
国
語
」
と
「
古

典
探
究
」
に
傾
く
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
「
文
学
国
語
」
が
最
も
等
閑
に
ふ
さ
れ
る
可

能
性
が
大
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
る
の

で
す
。
こ
の
新
た
な
四
種
の
教
科
書
を
今
か
ら
変
更

す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
そ
の
改
善
策
と
し
て

四
種
の
選
択
科
目
を
二
単
位
扱
い
と
す
れ
ば
、
す
べ

て
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
学
べ
る
形
と
な
り
、
「
文
学
国

語
」
に
も
一
筋
の
光
明
が
残
り
ま
す
。 

「
危
機
に
あ
る
の
は
」
「
『
文
化
』
で
あ
り
『
文
』

で
あ
る
」
と
と
も
に
「『
文
学
』
や
『
文
学
研
究
』
で

も
あ
る
」
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
足
元
の
問
題
に
つ

い
て
私
た
ち
は
声
を
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
の
存
在
理
由
の
た
め
に
も
、
そ
し

て
、
「
文
学
を
（
大
学
で
）
学
ぶ
／
学
び
た
い
」
と

堂
々
と
言
え
る
未
来
の
子
ど
も
た
ち
を
失
っ
て
し

ま
わ
な
い
た
め
に
も
。 

 

■
新
刊
紹
介 

京
都
と
文
学
研
究
会
編
、
須
藤
圭
責
任
編
集 

『
も
の
が
た
り
た
ち
の
京
都 

京
都
文
学
入
門
』 

田
中
裕
也 

文
学
に
描
か
れ
た
「
都
市
空
間
」
の
虚
構
性
は
承

知
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
聖
地
」
を

巡
礼
す
る
と
、
「
現
実
」
と
「
虚
構
」
が
入
り
混
じ

っ
た
よ
う
な
奇
妙
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
る
の
は
私



だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
本
書
は
古
代
か
ら
近
代
（
現

代
も
含
む
）
の
「
も
の
が
た
り
た
ち
」
の
な
か
に
描

か
れ
た
「
京
都
」
を
各
章
、
各
コ
ラ
ム
の
執
筆
者
が

紹
介
・
分
析
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
近
代
以
降
の
作

品
を
扱
っ
た
論
考
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。 

村
田
裕
和
は
都
市
論
を
補
助
線
と
し
て
、
梶
井
基

次
郎
「
檸
檬
」
に
描
か
れ
る
「
京
都
」
も
丸
善
の
商

品
同
様
に
交
換
可
能
な
記
号
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。

ま
た
「
檸
檬
」
の
「
私
」
の
檸
檬
を
爆
弾
と
見
立
て

る
行
為
を
〈
遊
戯
〉
と
捉
え
、
消
費
さ
れ
る
「
京
都
」

か
ら
脱
却
す
る
手
段
を
本
論
の
読
者
に
提
示
す
る
。 

田
中
裕
也
は
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
の
な
か
に

描
か
れ
た
「
京
都
」
の
歴
史
的
重
層
性
を
指
摘
す
る

と
と
も
に
、
ま
た
観
光
都
市
特
有
の
〈
見
る
〉
／
〈
見

ら
れ
る
〉
と
い
う
問
題
が
不
在
の
「
金
閣
」
の
〈
美
〉

と
い
う
テ
ー
マ
を
支
え
て
い
る
と
考
察
す
る
。 

池
田
啓
悟
は
川
端
康
成
『
古
都
』
の
な
か
に
描
か

れ
た
新
旧
織
り
交
ぜ
た
「
京
都
ら
し
さ
」
の
内
実
を

明
ら
か
に
す
る
。
「
伝
統
」
や
「
モ
ダ
ン
」
な
「
京

都
」
が
描
か
れ
る
と
同
時
に
、
太
吉
郎
が
〈
朝
鮮
の

女
た
ち
〉
に
対
し
て
「
み
や
び
な
風
情
」
を
感
じ
る

と
い
う
イ
ロ
ニ
ー
を
も
抱
合
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。 

熊
谷
昭
宏
は
森
見
登
美
彦
『
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙

女
』
を
、
森
見
自
身
の
「
偽
京
都
」
と
い
う
発
言
を

参
考
に
虚
構
の
「
京
都
」
の
境
界
線
を
考
察
す
る
。

具
体
的
な
固
有
名
と
と
も
に
、「
路
地
」
や
「
洛
外
」、

そ
し
て
「
夜
」
を
境
界
線
と
し
て
「
見
慣
れ
な
い
」

「
京
都
」
を
現
出
さ
せ
る
森
見
の
手
法
を
明
ら
か
に

す
る
。 

禧
美
智
章
は
京
ア
ニ
の
『
け
い
お
ん
』
『
た
ま
こ

ま
ー
け
っ
と
』
を
取
り
上
げ
、「
聖
地
巡
礼
」
と
「
京

都
」
の
関
係
性
を
考
察
す
る
。「
聖
地
」
と
な
る
「
背

景
」
の
制
作
現
場
の
実
状
と
と
も
に
、
ア
ニ
メ
の
「
も

の
が
た
り
」
を
読
解
す
る
た
め
に
、
現
実
を
参
照
し

た
「
背
景
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

本
書
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
は
「
京
都
ら
し
さ
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
京
都
ら
し
さ
」
に

は
、
現
実
と
と
も
に
「
も
の
が
た
り
た
ち
」
が
多
分

に
含
ま
れ
る
。
「
京
都
ら
し
さ
」
は
、
混
沌
・
混
乱

か
も
し
れ
な
い
が
、
「
京
都
」
と
い
う
都
市
は
悠
々

と
そ
れ
を
着
こ
な
す
。
「
も
の
が
た
り
た
ち
」
か
ら

「
京
都
」
を
考
え
直
す
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
二
日 

武
蔵
野
書
院 

一
五
〇
〇
円
＋
税
） 

 

■
書
評 

廣
瀬
陽
一 

著 

『
日
本
の
な
か
の
朝
鮮 

金
達
寿
伝
』 光

石
亜
由
美 

 

本
書
は
、
金
達
寿
に
つ
い
て
の
、
初
め
て
の
本
格

的
な
評
伝
で
あ
る
。
金
達
寿
の
執
筆
物
だ
け
で
は
な

く
、
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
出
生
地
で
あ
る

韓
国
の
昌
原
市
で
の
調
査
な
ど
を
通
じ
て
、
金
達
寿

の
誕
生
か
ら
晩
年
ま
で
を
描
き
出
し
て
い
る
。 

 

金
達
寿
の
生
涯
は
、
著
者
の
区
分
に
よ
れ
ば
一
九

七
〇
年
前
後
を
境
に
、
前
半
生
が
文
学
、
後
半
生
は

古
代
日
朝
関
係
史
に
捧
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
文
学

活
動
で
は
、
「
在
日
朝
鮮
人
文
学
」
と
い
う
文
学
ジ

ャ
ン
ル
を
確
立
し
、
古
代
史
研
究
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は

「
渡
来
人
」
と
い
う
語
の
普
及
と
定
着
に
貢
献
し
た

と
評
価
す
る
。 

金
達
寿
と
い
え
ば
小
説
で
は
芥
川
賞
候
補
作
と

な
っ
た
「
玄
界
灘
」
と
「
朴
達
の
裁
判
」
が
有
名
だ

が
、
本
書
は
そ
う
し
た
文
学
者
と
し
て
の
金
達
寿
だ

け
で
は
な
く
、
共
産
党
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
と
関
わ

っ
た
政
治
活
動
者
と
し
て
の
金
達
寿
、
ま
た
、
リ
ア

リ
ズ
ム
研
究
会
や
現
代
文
学
研
究
会
な
ど
の
文
学

運
動
に
か
か
わ
る
行
動
者
と
し
て
の
金
達
寿
、
そ
し

て
、
『
日
本
の
な
か
の
朝
鮮
文
化
』
『
季
刊
三
千
里
』

と
い
う
雑
誌
の
創
刊
な
ど
に
み
ら
れ
る
朝
鮮
文
化
、

在
日
朝
鮮
文
化
の
発
信
者
と
し
て
の
金
達
寿
な
ど

多
様
な
活
動
を
詳
述
し
な
が
ら
、
〈
金
達
寿
〉
と
い

う
活
動
体
を
描
き
出
す
。 

 

「
日
本
と
朝
鮮
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
と
の
関
係
を

人
間
的
な
も
の
に
す
る
」
と
い
う
金
達
寿
の
生
涯
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
著
者
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、
「
あ
る
特
定
の
立
場
や
観
念
が
価
値
を
持
つ

〈
場
〉
を
成
立
さ
せ
て
い
る
言
説
空
間
を
根
本
的
に

問
い
直
す
」
闘
争
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
、
政
治

の
場
で
の
闘
争
で
も
あ
り
、
文
学
の
場
で
の
闘
争
で

も
あ
る
の
だ
が
、
最
後
に
金
達
寿
が
た
ど
り
着
い
た

の
が
古
代
日
朝
関
係
史
と
い
う
歴
史
の
場
で
の
闘

争
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。
本
書
の
後
半
部
分
を
占

め
て
い
る
の
は
、
古
代
日
朝
関
係
史
を
掘
り
下
げ
る

こ
と
で
、
日
本
人
の
朝
鮮
認
識
を
問
い
直
す
金
達
寿

の
姿
で
あ
る
。 

 

著
者
の
廣
瀬
氏
は
本
書
を
出
版
す
る
前
に
金
達

寿
の
知
的
活
動
を
追
っ
た
『
金
達
寿
と
そ
の
時
代
』

（
二
〇
一
六
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
評
伝
や
伝
記

は
、
人
物
の
生
涯
を
客
観
的
に
、
時
系
列
に
描
き
出

す
も
の
だ
が
、
そ
の
描
き
出
し
か
た
に
も
〈
思
想
〉

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
本
書
は
前
著
『
金
達
寿
と

そ
の
時
代
』
で
、
帰
化
人
史
観
へ
の
批
判
を
通
じ
て
、

日
本
の
「
朝
鮮
隠
し
」
を
問
っ
た
金
達
寿
の
〈
思
想
〉

を
ベ
ー
ス
に
、
両
国
、
両
民
族
の
関
係
を
「
人
間
的
」

な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
金
達
寿
の
生
涯
の
情
熱

や
葛
藤
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。 

（
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日 

ク
レ
イ
ン 

二

三
〇
〇
円
＋
税
） 

 

林
麗
婷 

著 

『
中
日
近
代
文
学
に
お
け
る
留
学
生
表
象―

二
〇

世
紀
前
半
期
の
中
国
人
の
日
本
留
学
を
中
心
に―

』 

 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 

劉
娟 

林
麗
婷
氏
著
『
中
日
近
代
文
学
に
お
け
る
留
学
表

象
』
（
副
題
省
略
）
は
、
歴
史
の
激
変
す
る
二
十
世

紀
前
半
期
に
生
き
抜
い
て
き
た
多
様
な
留
学
生
表

象
を
、
中
日
近
代
文
学
か
ら
探
っ
て
い
る
。
本
書
は

二
部
、
六
章
の
構
造
で
、
章
ご
と
に
主
に
一
篇
の
小

説
を
取
上
げ
て
い
る
。 

第
一
部
は
中
国
作
家
の
筆
に
よ
る
留
学
生
像
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
清
末
小
説

南
武
野
蛮
『
新
石
頭
記
』
を
扱
い
、
近
代
へ
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
日
本
へ
留
学
す
る
賈
宝
玉
の
近
代

日
本
体
験
を
中
心
に
検
討
す
る
。
第
二
章
に
お
い
て



は
、
一
九
二
〇
年
代
の
留
学
生
の
貧
困
問
題
を
掲
げ

た
張
資
平
の
小
説
『
一
班
冗
員
的
生
活
』
を
取
り
扱

う
。
第
三
章
で
は
、
崔
万
秋
の
『
新
路
』
を
取
上
げ
、

作
中
に
描
か
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
女
子
留
学
生

に
注
目
す
る
。 

一
方
、
日
本
人
作
家
が
取
上
げ
た
留
学
生
像
は
第

二
部
に
な
る
。
第
四
章
で
は
、
佐
藤
春
夫
の
「
ア
ジ

ア
の
子
」
を
考
察
し
、
「
佐
藤
の
中
国
知
識
人
・
留

学
生
に
寄
せ
た
期
待
」
と
、
現
実
と
の
ズ
レ
を
俎
上

に
載
せ
る
。
続
い
て
第
五
章
で
は
、
太
宰
治
の
『
惜

別
』
を
取
り
扱
い
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
以
降
の
留

学
生
政
策
・
言
説
を
踏
ま
え
、
小
説
の
時
代
背
景
や

そ
の
批
評
性
を
論
じ
る
。
第
六
章
に
お
い
て
は
、
大

城
立
裕
『
朝
、
上
海
に
立
ち
つ
く
す
』
を
扱
っ
て
い

る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
中
国
へ
留
学
し
た
沖

縄
の
日
本
人
青
年
の
戦
時
体
験
と
い
う
異
な
っ
た

視
点
を
取
る
。
風
雲
急
を
告
げ
る
時
代
に
、
中
日
両

国
の
挟
間
に
立
ち
尽
く
す
日
本
人
留
学
生
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
揺
ら
ぎ
を
解
剖
す
る
。 

二
十
世
紀
前
半
期
、
新
し
い
「
文
明
」
に
憧
れ
な

が
ら
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
中
国
人
留
学
生
、
お
よ
び

戦
時
中
に
「
神
聖
」
な
使
命
を
負
い
な
が
ら
中
国
へ

留
学
し
た
日
本
人
青
年
、
彼
等
は
「
一
衣
帯
水
」
の

両
国
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
ど
の
よ
う

な
中
日
交
流
史
を
語
り
続
け
て
き
た
か
。
ま
た
、
そ

の
中
日
交
流
の
歴
史
に
登
場
す
る
留
学
生
は
、
中
日

の
作
家
の
筆
の
下
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
つ
つ
、
さ

ら
に
そ
れ
を
い
か
に
解
読
で
き
る
か
。―

―

本
著
は

年
代
順
に
、
以
上
の
問
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
解

読
す
る
。
著
者
は
中
日
近
代
文
学
に
登
場
す
る
留
学

生
表
象
と
い
う
未
開
拓
の
処
女
地
に
最
初
の
鍬
を

入
れ
、
中
日
比
較
文
学
・
文
化
に
新
た
な
方
向
を
示

し
た
。
当
該
研
究
領
域
に
お
け
る
今
後
の
よ
り
多
く

の
豊
作
が
期
待
さ
れ
る
。 

（
二
〇
一
九
年
八
月
二
〇
日 

日
中
言
語
文
化
出

版
社 

二
〇
〇
〇
円
＋
税
） 

 

中
田
睦
美 

著 

『
芥
川
龍
之
介
の
文
学
と
〈
噂
〉
の
女
た
ち 

―

秀
し
げ
子
を
中
心
に―

』 

奥
野
久
美
子 

 

秀
し
げ
子
と
い
え
ば
、
芥
川
龍
之
介
を
苦
し
め
た

悪
女
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
し
げ
子
を

二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
研
究
し
て
き
た
著
者
が
、
芥

川
研
究
の
場
を
起
点
に
し
な
が
ら
も
、
彼
女
の

「〈
噂
〉
の
ベ
ー
ル
」
を
取
り
去
っ
て
そ
の
実
像
に

迫
ろ
う
と
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
本
書
に

収
録
さ
れ
て
そ
の
中
核
を
な
す
、
著
者
の
最
初
の
論

文
題
は
「〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
」（
副
題
略
・
一

九
九
六
年
発
表
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
の
と
お
り

「
と
か
く
男
性
的
な
一
方
的
ま
な
ざ
し
で
括
ら
れ

る
〈
噂
〉
の
女
た
ち
の
実
像
の
ほ
ん
の
一
部
で
も
明

ら
か
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
本
書
は
綴
ら
れ

て
い
る
。 

本
書
で
示
さ
れ
て
い
る
大
き
な
成
果
は
、
こ
れ
ま

で
は
ほ
ぼ
、
芥
川
の
愛
人
、
と
し
て
し
か
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
し
げ
子
の
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
を
丹

念
に
追
い
、
多
く
の
歌
や
周
辺
資
料
を
掘
り
起
こ
し

た
こ
と
で
あ
る
（
本
書
第
二
部
）。
著
者
の
意
図
は
、

そ
こ
か
ら
し
げ
子
の
〈
実
像
〉
を
つ
か
む
こ
と
で
あ

り
、
歌
人
秀
し
げ
子
の
再
評
価
を
め
ざ
す
も
の
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
。
著
者
は
し
げ
子
の
歌
を
「
社
会
的

に
抑
圧
す
べ
き
ほ
の
暗
い
私
の
情
念
」
と
「
伝
統
的

な
和
歌
の
表
現
の
枠
」
の
「
責
め
ぎ
合
い
の
中
か
ら

も
う
一
歩
新
し
い
表
現
の
地
平
を
獲
得
す
る
、
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
評
す
る
。

た
だ
、
こ
の
評
に
説
得
力
を
も
た
せ
、
歌
壇
人
と
し

て
の
し
げ
子
を
論
ず
る
に
は
、
拙
評
に
先
ん
ず
る
鈴

木
暁
世
氏
の
本
書
評
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
一
〇

二
集
）
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
一
首
ご

と
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の

上
で
彼
女
の
歌
に
対
す
る
当
時
の
評
価
が
〈
噂
〉
に

惑
わ
さ
れ
な
い
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
っ
た
か
否

か
も
、
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
蛇
足
な
が
ら

第
三
部
「
舞
踏
会
」
論
の
注
番
号
が
途
中
か
ら
ず
れ

て
い
る
よ
う
だ
。） 

評
者
は
、
本
書
の
「
舞
踏
会
」
論
に
あ
る
「
制
作

現
場
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
現
代
の
性
的
規
範
を

も
っ
て
百
年
前
の
テ
キ
ス
ト
を
裁
断
す
る
読
み
や

論
評
が
果
し
て
ど
こ
ま
で
適
切
な
も
の
か
」
と
い
う

一
節
に
注
目
し
、
そ
こ
に
表
れ
た
、
「
制
作
現
場
」

に
こ
だ
わ
る
研
究
手
法
に
共
感
を
持
っ
た
。
著
者
が

秀
し
げ
子
の
研
究
を
続
け
て
き
た
の
も
、
「
現
代
の

性
的
規
範
を
も
っ
て
」
女
性
の
立
場
か
ら
し
げ
子
を

擁
護
す
る
た
め
で
は
決
し
て
な
く
、
当
時
の
〈
事
実
〉

や
し
げ
子
の
〈
生
の
声
〉
を
つ
か
む
た
め
で
あ
る
。

恩
師
に
言
わ
れ
た
と
い
う
「
事
実
は
長
く
残
る
」
と

い
う
言
葉
（「
あ
と
が
き
」
）
と
も
重
な
り
、
著
者
自

ら
〈
愚
直
〉
と
繰
り
返
す
、
奇
を
衒
わ
ぬ
真
直
ぐ
な

研
究
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。 

（
二
〇
一
九
年
七
月
二
〇
日 

翰
林
書
房 

三
八

〇
〇
円+

税
） 

 

服
部
徹
也 

著 

『
は
じ
ま
り
の
漱
石 

『
文
学
論
』
と
初
期
創
作
の
生

成 

』 

鳥
井
正
晴 

三
部
構
成
全
一
〇
章
の
大
著
。
第
一
部
東
京
帝
国

大
学
文
科
大
学
英
文
学
科
と
い
う
環
境
。
第
二
部

「
文
学
論
」
講
義
と
初
期
創
作
。
第
三
部
『
文
学
論
』

成
立
後
の
諸
相
。
多
種
の
文
献
が
博
捜
さ
れ
、
優
れ

て
実
証
的
。
各
章
詳
細
多
岐
な
考
察
を
、
紹
介
自
体

も
無
理
。
『
文
学
論
』
は
、
漱
石
の
英
国
留
学
時
の

孤
軍
奮
闘
の
営
為
。
明
治
三
七
年
一
二
月
『
猫
』（
現

第
一
章
）
を
書
い
た
時
点
で
も
、
作
家
へ
の
意
志
は

な
い
。
五
〇
年
の
生
涯
の
三
六
年
の
「
英
文
学
者
」

と
し
て
の
漱
石
の
全
重
量
が
あ
る
。 

 

江
藤
淳
は
「
「
文
学
論
」
の
、
最
も
重
要
な
部
分

は
私
見
に
よ
れ
ば
そ
の
序
文
」。
末
次
弘
も
「『
文
学

論
』
を
そ
れ
自
体
と
し
て
内
容
に
即
し
な
が
ら
評
価

し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
」
。
や
っ
と
平
成
二
四
年

五
，
六
月
号
「
文
学
」
が
、
「
特
集
＝
漱
石
『
文
学

論
』
を
ひ
ら
く
」、
を
組
む
。
そ
の
『
文
学
論
』
を
、

著
者
は
全
重
量
を
懸
け
て
対
峙
。「「
文
学
論
序
」
に

用
い
ら
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
に
は
注
意
」
「
刊
本
『
文

学
論
』
の
本
文
を
絶
対
視
す
る
の
は
問
題
」
。
等
閑



(
な
お
ざ
り)

の
『
文
学
論
』
研
究
を
一
挙
に
逆
転
し
、

先
覚
的
に
推
進
す
る
。 

両
講
義
を
受
講
し
た
金
子
健
二
は
、
八
雲
を
「
詩

人
」
、
漱
石
を
「
文
学
解
剖
教
室
の
外
科
主
任
」
と

評
し
た
。 

 

文
学
論
：
形
式
論 

 

若
月
保
治
（
序
論
な
し
） 

岸
重
次
（
序
論
断
片
あ
り
） 

森
巻
吉
（
序
論
あ
り
） 

金
子
健
二
（
序
論
な
し
） 

文
学
論
：
内
容
論 

森
巻
吉
（
第
四
編
第
二
章
の
終
わ
る
寸
前
ま
で
） 

金
子
健
二
（
第
五
編
の
終
わ
り
ま
で
。
補
遺
の
暗
示

論
や
成
功
論
な
し
） 

中
川
芳
太
郎
（
第
一
編
第
二
章
の
途
中
ま
で
） 

 

右
は
著
者
が
確
認
で
き
た
「
受
講
ノ
ー
ト
記
録
箇

所
対
応
表
」
。
漱
石
の
言
葉
を
使
え
ば
、
こ
こ
に
本

著
研
究
の
「
命
根
」
が
あ
る
。
「
講
義
草
稿
が
現
存

せ
ず
」
。
秀
才
の
誉
れ
高
い
中
川
が
作
成
し
た
草
稿

に
「
漱
石
が
朱
筆
で
加
除
訂
正
」
、
後
半
部
は
漱
石

が
「
書
き
下
ろ
し
原
稿
に
差
し
替
え
」
る
。
「
五
三

〇
カ
所
以
上
の
訂
正
を
要
し
た 

『
文
学
論
』
は 

漱

石
の
怒
り
」
を
買
う
。
「
複
数
を
比
較
す
る
こ
と
で

一
定
水
準
ま
で
は
漱
石
の
講
義
内
容
を
推
定
で
き

る
」。「
金
子
健
二
の
ノ
ー
ト
は
（
略
）
講
義
全
体
を

含
む
唯
一
の
受
講
ノ
ー
ト
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
軸

に
し
て
他
の
ノ
ー
ト
を
比
較
で
き
る
」
、
つ
ま
り

S
o
ur
ce Pr

og
ram

の
論
理
体
系
が
。
講
義
期
は
『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
『
坊
っ
ち
や
ん
』
の
、
加
筆
期
は

『
二
百
十
日
』
や
『
野
分
』
の
時
期
。
作
品
か
ら
講

義
へ
の
往
還
も
考
察
。
注
も
詳
細
そ
れ
自
体
論
に
。

「
調
査
、
解
釈
の
余
地
が
」
「
手
沢
本
の
所
在
は
不

明
」
「
引
用
は
筆
者
翻
刻
」
な
ど
と
附
記
、
研
究
の

ス
タ
ン
ス
は
篤
学
的
。 

あ
と
が
き
に
「
遅
れ
て
き
た
「
テ
ク
ス
ト
論
者
」」
。

著
者
は
Ｉ
Ｔ
に
明
る
い
時
代
の
申
し
子
、
後
進
恐
る

べ
し
。「
今
ほ
ど
漱
石
研
究
が
面
白
い
時
代
は
な
い
」。

言
語
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
、
漱
石
が
語
ろ
う
と
し
た
声

が
聞
こ
え
る
、
『
文
学
論
』
へ
の
確
か
な
福
音
書
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
九
年
九
月 

新
曜
社 

四
六
〇
〇
円
＋
税
） 

 

■
事
務
局
だ
よ
り 

◆
二
〇
一
九
年
度
支
部
報
告
な
ら
び
に
二
〇
二
〇

年
度
支
部
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
会
員
諸
氏
よ
り
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
、
ご
協
力
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

◆
二
〇
二
一
年
度
関
西
支
部
春
季
大
会
に
つ
い
て 

 

中
止
に
な
っ
た
二
〇
二
〇
年
春
季
大
会
で
予
定

さ
れ
て
い
た
、
同
じ
会
場
と
企
画
で
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
今
後
、
変
更
の
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
自

由
発
表
の
公
募
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
な
お
、
春
季
大
会
中
止
の
た
め
、
大
会
報
告
そ
の

他
の
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
、
巻
頭
言
の
ス
ペ
ー
ス
を

長
め
に
と
り
ま
し
た
。
御
了
解
く
だ
さ
い
。 

◆
献
本
の
お
願
い 

本
会
報
で
は
、
支
部
会
員
の
皆
様
が
刊
行
さ
れ
た

書
籍
を
対
象
と
す
る
書
評
欄
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
事
務
局
で
は
、
書
評
を
希
望
さ
れ
る
書
籍
を
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
左
記
の
要
領
で
ぜ
ひ
お

送
り
く
だ
さ
い
。 

 

〇
対
象
と
な
る
書
籍…

支
部
会
員
の
学
術
的
な
刊

行
物
で
、
単
著
、
あ
る
い
は
支
部
会
員
が
関
わ
っ
て

刊
行
さ
れ
た
書
籍 

 

〇
送
付
先…

関
西
支
部
事
務
局 

 

 

な
お
、
書
評
欄
へ
の
掲
載
の
採
否
お
よ
び
書
評
者

の
人
選
に
つ
い
て
は
、
関
西
支
部
運
営
委
員
会
に
ご

一
任
く
だ
さ
い
。 

 

■
二
〇
二
〇
年
度
役
員 

（
新
）
は
新
規
の
委
員 

支
部
長
：
佐
藤
秀
明 

運
営
委
員
長
：
中
田
睦
美  

運
営
副
委
員
長
：
磯
部
敦
・
光
石
亜
由
美 

 

 

〔
会
計
・
名
簿
〕 

梶
尾
文
武
・
深
町
博
史
・
藤
原
崇
雅 

瀬
崎
圭
二
（
新
） 

 
〔
会
報
〕 

山
本
歩
・
松
澤
俊
二
・
川
畑
和
成 

 

石
原
深
予 

（
新
）・
福
田
涼
（
新
） 

 

 

〔
広
報
〕 

黒
田
俊
太
郎
・
廣
瀬
陽
一
（
新
） 

 
 〔

書
記
〕 

村
田
好
哉
・
荒
井
真
理
亜
・
開
信
介 

西
薗
有
加
利 

（
新
）  

 

〔
企
画
〕 

奥
野
久
美
子
・
白
方
佳
果
・
長
濱
拓
磨 

斎
藤
佳
子 

（
新
）・
西
尾
元
伸
（
新
） 

 

  

■

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
事
務
局 

〒
五
七
七―

八
五
〇
二 

東
大
阪
市
小
若
江
三
丁
目
四
番
一
号 

近
畿
大
学 

教
職
教
育
部 

中
田
睦
美
研
究
室
内 


